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マイクロインバータのご紹介



１．マイクロインバータの概要

• PVパネル一枚単位で交流に変換するパワーコンディショナ
• 北米を中心に、住宅屋根に広く普及
• ＩＰ67(防塵・防浸水)
• 小型で薄く(186×180×25mm)、ファンレスなので無音
• 20年保証なので、通常のパワコンより長寿命＆20年間交換不要

ケーブル付マイクロインバータ

型番：ＢＤＭ-３００-２１０ＪＤ



マイクロインバーター結線概要図

ご準備いただく箇所



Web監視
• インターネット回線に接続すればWEBブラウザを通じて遠隔監視

• PLCによるマイクロインバータ一DC/AC側での状態をモニタリング。

• 問題の発生個所をパネル単位で、データー・数字で、分かりやすく表示

電力線によるデータ通信

（PLC通信）

※画面はWEB上での遠隔監視画面のものです
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メリット①：安全性の高さ

・・・配線が交流なのでは比較に安全！

直流側も40V程度で低電圧！

・・・感電時の危険性が高い

マイクロインバータ

一般的なパワコン

２．マイクロインバータの特徴



• 営農型(アグリソーラーでの適用性)
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分電盤
マイクロ
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一般的なパワコン マイクロインバータ

直流
30～60Ｖ

交流
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農作業時に
感電による
危険性が高い
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配線は交流210V
設置スペースも
少なく安全

パワコン



PVパネル

パワコン

分電盤

パワコンOFF時も
パネルの電気は
流れ続ける

屋根上でインバータ
が停止

PVパネル

マイクロ
インバータ

・・・万一の火災時にも安全な

消火活動が可能！

分電盤

電気は
流れない

・・・火災時には感電による死傷の危険！

メリット②： 緊急時の安全性

マイクロインバータ

一般的なパワコン



パワコンが止まると全体の
発電量が0に！

停止の影響は1枚分のみ！

全体の発電量は
0にならない！

メリット③： 故障時のリスク分散

マイクロインバータ

一般的なパワコン



マイクロインバータ

・・・北面も有効に活用！

N

パワコン

影や北面の影響が
全体に及ぶ！

マイクロ
インバータ

影響が一枚単位に
抑えられる！

N

(例)パネル側最大出力 400W
→最終的な発電量 80W

(例)パネル側最大出力 400W
→最終的な発電量 240W

一般的なパワコン

・・・北面には設置できない

メリット④：個別のMPPT追従



北面も有効に活用！

設置図

住宅設置事例

監視画面

（パネル一枚毎出力：位置・数値と色表示）



従来型パワコンとマイクロインバーター発電量の比較



熊本県人吉市 8.0kW(マイクロインバータ32台)

３．マイクロインバータ設置事例

①営農型発電所



福岡県福岡市 300.0kW(マイクロインバータ1200台)

②水上太陽光発電所



福岡県小郡市 12.0kW(マイクロインバータ48台)

③営農型太陽光発電所



千葉県印西市 5.5kW(マイクロインバータ22台)

④住宅太陽光発電システム



千葉県潮来市 11.0kW(マイクロインバータ44台)

⓹駐車場太陽光発電システム


